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iU生が立ち上げたWhite Rabbitが「謎解き」を活用した 

新しいラーニング・プログラムを開発。 
 

 

iU（東京都墨田区、学長 中村伊知哉、http://www.i-u.ac.jp）の学生が立ち上げた、「謎解きの可能性を追求し、新

たな学びや価値観を生み出す」をビジョンに掲げる White Rabbit（代表/佐藤郁、副代表/原瑞姫、小笠原一希）が、iU

客員教授の竹内誠一が代表を務める株式会社 wee と協働で、アンコンシャスバイアス（無意識の 思い込み）をテーマにした

謎解きラーニングプログラムを開発。三井不動産株式会社が展開する法人向けシェアオフィス「ワークスタイリング」の公式イベント

として 4 月 19 日（水）に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

White Rabbit（代表/佐藤郁、副代表/原瑞姫、小笠原一希）は世の中のさまざまな謎解きコンテンツを分析し、謎解きに

は３つの特性（＝1.共感性の高いストーリー。2.思考力を問う認知パズル。3.没入感を高めるコンテンツ演出）があると考え

ました。一般的に人は、体験したことがないことを理解することは難しく、理解がないことでさまざまなコンフリクトが発生しています。

WhiteRabbitは、謎解きという手法を活用し、追体験や疑似体験の場を創り出すことで、さまざまなコンフリクトの温床となる相

互不理解を解消することができないか。そんな問題意識から「アンコンシャスバイアス」をテーマに、4 月 19 日（水）に三井不動

産株式会社が展開する法人向けシェアオフィス「ワークスタイリング（契約企業約 1000 社、全国約 150 拠点、会員約 25 万

人）」で、White Rabbit が独自開発した謎解きコンテンツ（後述）を提供しました。今後は、さまざまなテーマで謎解きコンテ

ンツを開発していくと共に、謎解きコンテンツのデジタル化を推進することで、世の中に相互理解の機会を提供していきます。 

 

＜White Rabbit 団体紹介＞ 

社会テーマを考える機会として謎解きコンテンツを開発・提供する学生団体。学生9名で活動

中。過去にはスマホの健康被害をテーマにした「デジタルミュージアムからの脱出」を実施し、約

70 名が参加。 

 

株式会社 wee 団体紹介 

「パーソナルグッド」をコンセプトに、事業創造をプロデュースするベンチャー起業。大手企業中心

に事業開発や組織変革のプロジェクトにプランニングからエグゼキューションまで、一気通貫でジョ

イン。自社サービスとしてアートやスクールなどのコンテンツ開発も実施。 
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■謎解きの特性を活かすことで、ビジネスシーンでの学びを高められる可能性 
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＜大学概要＞  

■大学・学部学科名 

・大学名：「情報経営イノベーション専門職大学」 ※愛称 「ｉＵ（あいゆー）」 

・学部名：情報経営イノベーション学部 情報経営イノベーション学科 

 

■学長  

中村伊知哉（なかむらいちや）  

<職歴> 

1984年、ロックバンド少年ナイフのディレクターを経て旧郵政省入省 

1998年、MITメディアラボ客員教授   

2002年、スタンフォード日本センター研究所長 

2006年、慶應義塾大学大学院教授 

 2020年4月より、iU学長に就任 

 

■設置概要  

・本校舎：東京都墨田区文花1-18-13 

・サテライトオフィス：東京都港区海岸1-7-1 東京ポートシティ竹芝 オフィスタワー8階 

 

 

 

 

・学生数：639名 ・専任教員数：28名 

  

■教育理念  

「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する。」 

 

■基本構想  

ICT×ビジネス×グローバルコミュニケーション ＋ 全員インターンシップ×全員起業×オンライン学習 

・ICT教育：電子学園が積み上げた基盤により、プログラミング・AI・ビッグデータなど、幅広いICTスキル教育を展開 

・ビジネス創造教育：実務家教員によるビジネススキル教育を実施、ビジネス教養、ビジネスプラン策定力などを身につける 

・使える英語・グローバル教育：国際舞台で仕事をするために必要な英語力を磨く教育と留学生の受け入れにより国際性 

も強化 

・インターンシップとリアルプロジェクト：1人640時間のインターン、実ビジネスの中でハンズオンのリアルプロジェクト教育を実施 

・全員起業：希望者全員に対し、在学中に起業にチャレンジできるサポート体制 

・オンラインを活用した授業サポート：『いつでもどこからでも学ぶことができる』をキーワードに、自ら積極的に学ぶための環境の 

充実 

 

■育成人材像  

・ICT を活用する様々な業界・団体において課題を解決し、新たな商品・サービスやビジネスを生み出すことのできる人材 

・ICTを活用し新たな商品・サービスやビジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する起業家 

 

 

 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

iU 情報経営イノベーション専門職大学 TEL：03-5655-1555  E-mail：info@i-u.ac.jp 

左：本校舎 
右：サテライトオフィス 
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